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一般社団法人日本養護教諭教育学会

第31回学術集会　ワークショップ１

「健康情報の探し方・選び方・使い方を

学ぼう！ヘルスリテラシー講座」

共著 新潟青陵大学
〇佐藤晋巨,〇中村めぐみ,〇江部紀美子,高

橋綾，山田牧子
2023.12

（４）その他

名称 単・共

該当なし

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

17

科目責任者と協力し、授業が円滑に進むようにサポートした（陰部洗浄

の単元を担当した）安全安楽な看護の基本技術について探求できるよう

演習をサポートした。科目責任者と協力し、清潔の援助（部分浴）演習

で、公開講座でプログラムを組んで養成した模擬患者を導入した。基礎

看護学実習Ⅱ前で患者を受け持つ体験のない学生に対し、臨場感をもっ

てケア実践を行う機会を設け、臨床実習に向けて学生の準備をサポート

できるよう工夫した。

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

該当なし

氏名 山田牧子 部署 看護学科 職名 助教

2014年独立行政法人大学評価機構学位授与機構終了（看護学）

2016年聖学院大学大学院人間福祉学研究科修士課程修了（人間福祉学）

2022年3月東洋英和女学院大学大学院博士課程単位取得後満期終了退学（死生学）

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴

所属学会（役職）

１．研究業績

（１）著作

2012年～2019年　共済学院　日本保健医療大学保健医療福祉学部看護学科助手

2021年4月～埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科助教

 日本臨床死生学会　日本スピリチュアルケア学会　日本保健医療行動科学会

研究分野 死生学　スピリチュアルケア

学位 人間福祉学修士

学歴

論文の名称

看護方法Ⅲ

看護方法Ⅰ

単・共

16

科目責任者と協力し、技術演習が効果的になるよう事前検討を行い、技

術演習の指導をおこなった。学内演習は学生の探求心を引き出せるよう

意識しながら関わった。

看護方法Ⅱ 16
科目責任者と協力し、技術演習が効果的になるよう事前検討を行い、安

全安楽な看護の基本技術について探求し学習できるように留意した。

査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

Result and Future Prospects of

smulated Patient Training Course For

the General Public

該当なし

共同 eafons2024 Honkon
〇Tanaka Hiromi, Aomori Hiromi,

Yamada Makiko,Kubota Akihito
2024.03

（２）論文
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（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

卒業論文
2023年4月～

2024年1月
主指導 2名 副指導 名

ヒューマンケア体験実習 〇

学内実習：

2023年9月25日

～9月29日

22コマ

実習メンバー32名を担当し、グループワークでのディスカッションの中

で、ヒューマンケア実践者として、他者の価値観を手掛かりにして自分

の価値観について振り返り、修正し、ケア実践者としての自らの価値観

を形成していけるようグループ活動をサポートした。（臨地実習は中

止、対面でGWを実施）

総合実習

学外実習：

2023年4月～7月

4年次生を対象に、事前学習（学内実習）・事後学習（学習成果発表

会）を含めた実習指導を行った。

看護実践力を高めるため、卒業時到達目標に照らし自己の課題を明確に

し、課題に取り組めるよう、事前学習をサポートした。実習では学生の

課題に照らし病棟との調整を行った。チームとして看護を継続すること

について学べるよう、学生チームを作って受け持ち看護活動を行えるよ

う工夫した。

基礎看護学実習Ⅱ

学外実習：

2023年

９月～10月

初めての受け持ち実習であり、不安が軽減できるよう話しやすい雰囲気

づくりができるように心がけた。情報収集や観察、患者とのコミュニ

ケーションの中から患者の状況やニードを把握し、既習の知識や技術を

活用して必要なケアが実践できるよう、サポートした。自分の実践を振

り返り、学生自身の学びにつながるようにカンファレンスを活用しディ

スカッションを行った。

基礎看護学実習Ⅰ
学外実習：

2024年1月～2月

見学実習であり、現場で見た内容について十分に解釈し、考察できるよ

うにコメントしながら実習をすすめた。初めての実習で、緊張もあった

が、指導者に助言をもらうなど、学生自身で働きかけることが出来るよ

う、サポートした。

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（３）実習

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護方法Ⅳ 18

科目責任者と協力し、授業が円滑に進むようにサポートした。清潔操作

や安全など実際の場面を想像しながら演習できるよう、言葉かけをし

た。

19
科目責任者と協力し、授業が円滑に進むようにサポートした。対面のグ

ループワークなどに参加して討議が活発になるよう学生指導を行った。

8

マネジメントプロセスや、看護職に関連する法令、キャリア開発など管

理に関する内容について、協同学習の演習方法を活用した

グループ学習が活発に行われるようサポートをした。災害看護では講

義・演習を担当し、グループワーク演習でシュミレーションを行い、い

つ起きてもおかしくない災害時の看護実践をイメージできるように工夫

した。

30

看護の基本概念、看護の歴史、医療制度、環境、他職種連携等について

グループワークで深めることが出来る様、サポートした。学生が使用で

きるよう、ICTの環境を整えた。また看護覚え書の抄読会では、主体的

に探究できるよう、言葉かけを工夫した。

16

紙上事例を使用し、ヘンダーソンの理論をもとに看護過程の展開につい

てグループワークを行い、学習のプロセスで理解が進むようサポートを

した。

該当なし

看護方法Ⅴ

看護過程論

看護管理

看護学原論
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学科等における委員会等 カリキュラム運営検討委員会
2023年4月～

2024年3月

大学広報活動 オープンキャンパス 2023年9月

５．学内運営

項目 内容 期間

地域貢献活動 市民活動団体春日部ひろば 不登校の居場所支援　キャリア支援　支援者のアドバイザー
2023年4月～

2024年3月

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

該当なし

模擬患者養成講座継続編

埼玉県立大学看

護学科・理学療

法学科

医療保健福祉への理解を深め、自己の健康に資する機会を

得ることを受講の目的の第一とする。さらに、本講座を受

けながら、本学の理学療法学科の授業に模擬患者として参

加するとともに、看護学についても学ぶ

2023年4月～

2024年3月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

健康情報の探し方・選び方のコツ

埼玉県立大学　オープンカレッジ

「からだ」のおはなし講座

①埼玉県立大学

オープンカレッジ

②聖路加国際大学

健康支援事業

埼玉県立大学

テーマ：健康情報の探し方・選び方のコツ（ヘルスリテラ

シー講座）

目的：市民が適切な健康情報を入手し、理解し、評価し、

利用できる力となる「ヘルスリテラシー」の向上をめざす

子どもたちが、自分のからだをもっと大切にしようと思う

ことができる

①2023年9

月・

②2024年3月

2023年8月

ボランティア交流会
春日部市社会福

祉協議会
「学校に行けない子ども・家族の気持ち～不登校を考える～ 2023.12月

模擬患者養成講座入門編

埼玉県立大学看

護学科・理学療

法学科

医療保健福祉および埼玉県立大学における教育への理解を

深める。また、自己の健康に資する機会を得ることを受講

の目的の第一とする。

本講座を受けた後に、本学の学生の教育に関心を持ちなが

ら、併せてシニア世代の活躍の場を知ることで、社会活動

性が増え、自尊心が高く保たれ、健康な生活につなげるこ

とを狙いとする。

2023年4月～

2024年3月

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護方法Ⅲ
2023年

５月～６月

清潔の援助（部分浴）演習で、公開講座でプログラムを組んで養成した

模擬患者を導入した。基礎看護学実習Ⅱ前で患者を受け持つ体験のない

学生に対し、臨場感をもってケア実践を行う機会を設け、臨床実習に向

けて学生の準備をサポートできるよう工夫した。



1

1 該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

８．特記事項

該当なし


